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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 5,344 △5.0 10 ― 337 251.5 274 391.9
25年3月期第1四半期 5,626 1.8 △74 ― 96 ― 55 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 221百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △27百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 19.66 ―
25年3月期第1四半期 4.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 18,170 2,282 11.6 150.38
25年3月期 17,752 2,060 10.6 134.93
（参考） 自己資本  26年3月期第1四半期  2,101百万円 25年3月期  1,885百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,500 △0.2 180 ― 300 ― 278 ― 19.89
通期 24,000 3.0 500 220.5 500 49.3 425 111.4 30.41



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信(添付資料)４ページ（３）「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
（四半期決算補足説明資料の入手方法） 
四半期決算補足説明資料については、平成25年８月中旬に当社ホームページに掲載する予定です。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 13,976,000 株 25年3月期 13,976,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 1,382 株 25年3月期 1,382 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 13,974,618 株 25年3月期1Q 13,974,618 株
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当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国におきましては金融緩和政策の継続により回復

傾向が続きましたが、その一方で欧州は債務危機の長期化による景気低迷から脱却できず、中国の景気

減速は継続し、その他新興諸国も経済成長が鈍化するなど、総じて先行きは不透明な状況が続いており

ます。 

 わが国経済におきましては、新政権による大胆な金融政策や積極的な財政政策が円高の修正や株価の

上昇をもたらし景気回復への期待感が高まっているものの、全体的な景況感は依然として回復しており

ません。 

 プリント配線板業界におきましては、尖閣諸島問題に端を発した近隣国との関係悪化の影響により非

常に厳しい状況に一変した昨年秋以降との比較においては、回復傾向にあるものの全体的な需要回復に

はまだ至っておりません。 

 このような状況のなか当社グループは、プリント配線板事業におきましては、国内営業ではカーエレ

クトロニクス関連やホームアプライアンス関連を中心に受注の確保に努め、アミューズメント関連での

受注強化にも取り組みました。海外営業では北米市場向けに需要が好調なカーエレクトロニクス関連や

総じて需要が堅調なホームアプライアンス関連を中心に受注活動に取り組みました。生産活動におきま

しては、国内外において製造力強化活動を継続展開し、労働生産性向上を中心とした生産体制の一層の

強化を図りました。また、品質向上及び各種固定費削減活動も継続推進いたしました。 

プリント配線板外観検査機事業におきましては、プリント配線板外観検査機VISPERシリーズをフルモ

デルチェンジし、更なる市場の開拓やブランド力の向上に取り組むとともに、プリント配線板用ホール

チェッカーの発売を開始するなど、プリント配線板メーカーの生産性向上につながるソリューション提

案の拡充に注力いたしました。透明フレキシブル基板（SPET）や銅ピン挿入基板（S-MIT）等の新商品

につきましては、継続して販売拡大に取り組みました。 

 しかしながら、各事業とも懸命に受注確保に取り組んだものの、昨年９月に発生した尖閣諸島問題に

端を発した市場環境悪化の回復は緩やかであり、依然厳しい状況が継続したことから、当第１四半期連

結累計期間における売上高は5,344百万円となり、前年同期比では282百万円（5.0％）の減収となりま

した。 

営業損益につきましては、製造力強化活動の展開により、主に海外での収益が改善したことや、グル

ープを挙げて販売費及び一般管理費の圧縮に懸命に取り組んだことにより、前年同期比では85百万円改

善となる10百万円の営業利益となりました。 

 経常損益につきましては、円安の進展により為替差益が増加したことや、借入金の返済により支払利

息が減少したことなどにより、前年同期比では241百万円（251.5％）増益となる337百万円の経常利益

となりました。 

 四半期純損益につきましては、経常利益の増益により前年同期比では218百万円（391.9％）増益とな

る274百万円の四半期純利益となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。なお、セグメントの売上高にはセグメント間の

内部売上高又は振替高が含まれております。 

（プリント配線板事業） 

プリント配線板事業につきましては、国内外においてカーエレクトロニクス関連やホームアプライ

アンス関連を中心に営業活動を行い、その他の分野からの受注確保にも懸命に取り組みましたが依然

厳しい受注状況が継続したことから、売上高は5,137百万円となり、前年同期比では232百万円

（4.3％）の減収となりました。 

 損益面につきましては、製造力強化活動の展開により主に海外での収益が改善した結果、売上総利

益が増加したことから、前年同期比では111百万円改善の16百万円の営業損失となりました。 

（プリント配線板外観検査機事業） 

プリント配線板外観検査機事業につきましては、受注の引き合いは活発にあったものの、当第１四

半期はプリント配線板外観検査機VISPERシリーズのフルモデルチェンジへの移行期間中であったこと

から売上高は190百万円に止まり、前年同期比では91百万円（32.4％）の減収となりました。 

 損益面につきましては、売上高の減収に伴い前年同期比では44百万円（86.8％）減益の６百万円の

営業利益となりました。 

  

（資産）  

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、18,170百万円（前連結会計年度末比417百万円増）と

なりました。その内訳は、流動資産が8,310百万円（前連結会計年度末比61百万円増）、固定資産が

9,859百万円（前連結会計年度末比355百万円増）であり、主な増減要因は次のとおりであります。 

 流動資産につきましては、現金及び預金は339百万円減少しましたが、受取手形及び売掛金が149百

万円、製品が122百万円、仕掛品が84百万円、その他が61百万円増加したことによるものでありま

す。固定資産につきましては、有形固定資産が為替変動による換算差により303百万円増加し、投資

その他の資産が36百万円増加したことによるものであります。 

（負債） 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、15,888百万円（前連結会計年度末比195百万円増）と

なりました。その内訳は、流動負債が10,446百万円（前連結会計年度末比474百万円増）、固定負債

が5,441百万円（前連結会計年度末比278百万円減）であり、主な増減要因は次のとおりであります。

 流動負債につきましては、支払手形及び買掛金が489百万円増加したことによるものであります。

固定負債につきましては、返済の実施により長期借入金が243百万円減少したことによるものであり

ます。 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、2,282百万円（前連結会計年度末比221百万円増）と

なりました。その主な要因は四半期純利益を274百万円計上いたしましたが、為替換算調整勘定が64

百万円減少したことによるものであります。 

  

（２）財政状態に関する説明
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(キャッシュ・フローの状況の分析) 

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は1,467百万円となり、前年

同期比では23百万円減少いたしました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、271百万円の獲得とな

り、前年同期比では127百万円の減少となりました。その主な増減要因は、当第１四半期連結累計期

間は税金等調整前四半期純利益が235百万円増益となりましたが、非資金項目である為替差益が177百

万円増加したことや、賞与引当金の増減額が69百万円減少したことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、60百万円の流出とな

り、前年同期比では37百万円の流出減少となりました。その主な増減要因は、当第１四半期連結累計

期間では、有形固定資産の取得による支出及び無形固定資産の取得による支出が10百万円増加となり

ましたが、その他が47百万円増加し流出が減少したことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第１四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、642百万円の支出とな

り、前年同期比では444百万円の流出増加となりました。その主な増減要因は、当第１四半期累計期

間には、長期借入金の返済による支出が50百万円減少となりましたが、短期借入金の純増減額が465

百万円減少したことや、長期借入れによる収入が26百万円減少したことによるものであります。 

  

平成25年５月14日に公表いたしました連結及び個別業績予想につきましては、依然として国内・海外

の景気や為替の動向が不透明であることから、現時点におきましては修正せず据え置いております。 

 今後、業績予想を見直す必要が生じた場合は、速やかに公表させていただきます。         

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,206 1,867

受取手形及び売掛金 3,897 4,047

製品 1,133 1,255

仕掛品 345 430

原材料及び貯蔵品 349 330

繰延税金資産 86 89

その他 229 291

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 8,248 8,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,484 3,638

機械装置及び運搬具（純額） 1,991 2,092

その他（純額） 2,048 2,096

有形固定資産合計 7,524 7,827

無形固定資産 206 222

投資その他の資産 1,772 1,809

固定資産合計 9,504 9,859

資産合計 17,752 18,170
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,234 3,724

短期借入金 4,107 4,103

1年内返済予定の長期借入金 1,779 1,713

未払法人税等 77 47

賞与引当金 46 12

その他 727 844

流動負債合計 9,972 10,446

固定負債

長期借入金 4,744 4,500

退職給付引当金 656 648

資産除去債務 134 134

その他 184 157

固定負債合計 5,720 5,441

負債合計 15,692 15,888

純資産の部

株主資本

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 1,476 1,476

利益剰余金 △745 △471

自己株式 △0 △0

株主資本合計 2,092 2,366

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1 4

為替換算調整勘定 △205 △269

その他の包括利益累計額合計 △206 △265

少数株主持分 174 180

純資産合計 2,060 2,282

負債純資産合計 17,752 18,170
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

売上高 5,626 5,344

売上原価 4,843 4,541

売上総利益 783 803

販売費及び一般管理費 858 792

営業利益又は営業損失（△） △74 10

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 1 0

為替差益 260 415

その他 14 10

営業外収益合計 277 427

営業外費用

支払利息 79 69

持分法による投資損失 22 27

その他 5 2

営業外費用合計 106 100

経常利益 96 337

特別利益

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産廃棄損 0 3

会員権評価損 3 －

設備移設費用 － 6

特別損失合計 3 9

税金等調整前四半期純利益 93 328

法人税、住民税及び事業税 100 33

法人税等調整額 △65 14

法人税等合計 34 47

少数株主損益調整前四半期純利益 58 280

少数株主利益 2 5

四半期純利益 55 274
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

少数株主利益 2 5

少数株主損益調整前四半期純利益 58 280

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △19 6

為替換算調整勘定 △67 △64

持分法適用会社に対する持分相当額 2 0

その他の包括利益合計 △85 △58

四半期包括利益 △27 221

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △29 215

少数株主に係る四半期包括利益 2 5
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 93 328

減価償却費 198 203

リース資産減損勘定の取崩額 △2 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 31 △38

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1 △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

受取利息及び受取配当金 △2 △0

支払利息 79 69

為替差損益（△は益） △258 △436

固定資産売却損益（△は益） △0 －

固定資産廃棄損 0 3

会員権評価損 3 －

持分法による投資損益（△は益） 22 27

売上債権の増減額（△は増加） 671 113

たな卸資産の増減額（△は増加） △154 △102

仕入債務の増減額（△は減少） △243 293

未払消費税等の増減額（△は減少） 104 △3

その他 44 △42

小計 585 409

利息及び配当金の受取額 2 0

利息の支払額 △101 △80

法人税等の支払額 △99 △57

法人税等の還付額 12 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 399 271

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △77 △82

有形固定資産の売却による収入 0 0

無形固定資産の取得による支出 △1 △6

投資有価証券の取得による支出 △2 △1

その他 △17 29

投資活動によるキャッシュ・フロー △97 △60

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 193 △271

長期借入れによる収入 26 －

長期借入金の返済による支出 △402 △351

リース債務の返済による支出 △15 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー △197 △642

現金及び現金同等物に係る換算差額 55 91

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 159 △339

現金及び現金同等物の期首残高 1,331 1,806

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,490 1,467
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業及び人材派

遣・業務請負を含んでおります。 
２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△２百万円には、セグメント間取引消去が含まれており

ます。 
３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っ

ております。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業及び人材派

遣・業務請負を含んでおります。 
２ セグメント利益又は損失(△)の調整額18百万円には、セグメント間取引消去が含まれておりま

す。 
３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っ

ております。 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額 
(注)３

プリント 
配線板事業

プリント配線板
外観検査機事業

計 
 

売上高

外部顧客への
売上高

5,369 240 5,610 16 5,626 ― 5,626

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 40 40 125 166 △166 ―

計 5,369 281 5,651 141 5,792 △166 5,626

セグメント利益 
又は損失(△)

△127 50 △76 3 △72 △2 △74

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額 
(注)３

プリント 
配線板事業

プリント配線板
外観検査機事業

計 
 

売上高

外部顧客への
売上高

5,137 189 5,326 18 5,344 ― 5,344

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 0 0 118 119 △119 ―

計 5,137 190 5,327 137 5,464 △119 5,344

セグメント利益 
又は損失(△)

△16 6 △9 1 △7 18 10

シライ電子工業株式会社（6658）　平成26年３月期　第１四半期決算短信

－11－


	8月8日uji
	短信8月9日



